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南
あ
わ
じ
市
で
は
昨
年
、
職
員

の
非
常
参
集
訓
練
を
実
施
し
た
ほ

か
、
各
地
区
で
も
様
々
な
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

福
良
地
区
で
は
今
後
の
自
主
防

災
意
識
を
高
め
よ
う
と
、
台
風

シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
福
良
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会
が
中
心
と
な
っ

て
、
自
治
会
や
婦
人
会
、
消
防
団
、

老
人
会
な
ど
約
三
百
七
十
人
が
参

加
し
、
土
の
う
作
り
・
炊
き
出
し

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
の
立
ち

上
げ
を
目
指
し
て
い
る
湊
地
区
で

は
、
消
防
団
が
「
大
災
害
が
起
き

れ
ば
住
民
の
協
力
が
大
切
」
と
住

民
に
呼
び
か
け
、
約
二
百
名
に
消

火
栓
の
使
い
方
に
つ
い
て
の
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
結
成
さ
れ
た
阿
那
賀
自
主

防
災
会
で
は
、
夏
か
ら
調
整
を
進

め
て
い
た
避
難
誘
導
連
絡
員
が
、

漁
協
の
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
各
戸

に
声
を
か
け
て
の
避
難
訓
練
を
実

施
し
、
九
十
七
世
帯
百
二
十
一
人

が
避
難
し
ま
し
た
。ま
た
併
せ
て
、

備
蓄
食
料
の
炊
き
出
し
訓
練
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
訓
練
は
、
す
べ
て
住

民
の
皆
さ
ん
が
中
心
に
立
案
さ
れ

た
も
の
で
、「
自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
考

え
の
も
と
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で

す
。
近
年
の
風
水
害
被
害
、
ま
た

発
生
が
確
実
な
南
海
地
震
に
備
え

る
た
め
に
は
、
今
後
も
地
域
住
民

に
よ
る
取
り
組
み
が
重
要
な
役
割

を
持
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
の
結
成
に
つ
い

て
、
ぜ
ひ
防
災
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

県住宅再建共済制度
わが家の安全・安心に加入しましょう

　年額５千円（加入初年度
は月５百円）の負担で、被
災した住宅の再建に大きな
支援が得られる制度です。
◆給付対象　半壊以上の被害を受け
　た加入者が対象で、住宅の再建や
　購入、補修等の時に給付されます。
　最大６百万円。
問防災課☎４３－５００６

市政ひろば
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市
政
ひ
ろ
ば

人
と
人
が
温
か
く
ふ
れ
あ
う

南
あ
わ
じ
市
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

　

市
政
運
営
の
基
本
方
針
で
あ
る

「
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
推
進
役
を
担
う
「
南
あ
わ
じ
市

１
０
０
人
委
員
会
」
の
発
足
式
が

十
二
月
十
日
、
三
原
市
民
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
公
募
に
よ
る
委
員

五
十
二
人
で
ス
タ
ー
ト
。「
少
子

高
齢
化
」「
安
全
と
う
る
お
い
」

「
定
住
促
進
」「
教
育
・
文
化
」
の

四
分
科
会
に
分
か
れ
て
議
論
を
深

め
、
全
体
会
で
意
見
を
取
り
ま
と

め
て
平
成
十
九
年
一
月
に
市
長
に

提
言
す
る
予
定
で
す
。

　

発
足
式
で
中
田
勝
久
市
長
は
、

「 

『
夢
』
と
『
知
恵
』
と
『
元
気
』

を
出
し
て
、
前
例
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
何
気
な
い
発
想
や
、

型
に
は
ま
ら
な
い
自
由
な
議
論
を

積
み
重
ね
て
住
み
よ
い
南
あ
わ
じ

市
の
実
現
に
向
け
た
提
言
を
い
た

だ
き
た
い
」
と
期
待
を
込
め
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
分
科
会
を
中
心
に

活
動
が
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な

り
、
協
議
が
本
格
化
す
る
一
月
末

ま
で
応
募
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
１
０
０
人
委

員
会
事
務
局
（
市
長
公
室
☎
43
・

５
０
０
２
）
へ
。

▲川野助役（左）と保居支部長（右）からの祝福
を受ける50万人目の武田さん夫妻

　▲１００人委員会発足式

１
０
０
人
委
員
会
が
発
足

市
民
の
意
見
を
市
政
に
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人
権
尊
重
の
文
化
に
あ
ふ
れ
た

差
別
の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
向
け
、十
一
月
二
十
日
、

三
原
公
民
館
お
よ
び
市
小
学
校
で

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

市
小
学
校
で
は
、
は
し
ご
車
の

昇
降
体
験
や
救
急
車
等
の
展
示
の

ほ
か
、
明
和
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
を
招
い
て
、
車
椅
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
試
合
観
戦
や
体

験
を
実
施
。
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
は
車
椅
子
に
乗
っ
て
シ
ュ
ー
ト

に
挑
戦
し
た
ほ
か
、
選
手
た
ち
と

交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

三
原
公
民
館
で
は
、
多
国
籍
料

理
の
試
食
や
手
話
講
座
、
だ
ん
じ

り
唄
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
、
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
山
本
浩
之
氏
の
講
演
、

ア
カ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
催

し
が
行
わ
れ
、
多
く
の
方
々
が
訪

れ
ま
し
た
。
ま
た
、人
権
作
品（
作

文
・
標
語
・
イ
ラ
ス
ト
）
の
発
表

が
あ
り
、
二
百
二
名
の
小
中
学
生

に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

広報 

新
成
人
の
み
な
さ
ん
へ　

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

ゆ
ー
ぷ
る
来
場
者　
50
万
人
達
成

　

地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
を
支
援

し
て
い
こ
う
と
、十
一
月
十
四
日
、

「
南
あ
わ
じ
市
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
推
進
協
議
会
」（
芝
壽と
し
ひ
ろ浩
会

長
）
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
自
治
会
や
婦
人

会
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
役
員

六
十
九
人
で
構
成
さ
れ
、
兵
庫
県

の
少
子
対
策
本
部
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
子
育
て
家
庭
へ
の
見
守
り

や
声
か
け
な
ど
の
運
動
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
十
一
月
二
十
九
日
に
は

三
原
公
民
館
で
「
南
あ
わ
じ
市
子

育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
開
催
さ
れ
、

そ
の
席
上
で
青あ

お
と
た
だ
あ
き

戸
忠
明
淡
路
県
民

局
県
民
生
活
部
長
か
ら
委
嘱
状
と

会
旗
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
続
く
講
演
で
は
（
財
）

21
世
紀
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
研
究
機

構
理
事
長
野
尻
武
敏
氏
が
、「
日

本
に
昔
は
あ
っ
た
家
庭
・
地
域
・

国
家
の
三
つ
の
共
同
体
が
崩
壊
し

た
こ
と
で
、
治
安
の
悪
化
や
少
子

化
が
進
ん
だ
」
な
ど
、
参
加
者
へ

現
状
を
説
明
し
ま
し
た
。

　▲青戸県民生活部長から会旗を受ける芝会長

地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
支
援

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
協
議
会
が
設
立

　

南
あ
わ
じ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
交
流

ハ
ウ
ス
「
ゆ
ー
ぷ
る
」（
北
阿
万
）

で
は
、
十
一
月
二
十
七
日
、
オ
ー

プ
ン
か
ら
約
三
年
八
か
月
で
来
場

者
数
が
五
十
万
人
を
突
破
し
ま
し

た
。
五
十
万
人
目
の
来
場
者
と
な

っ
た
武
田
千ち

え

こ

栄
子
さ
ん（
洲
本
市
）

へ
川
野
四
朗
助
役
と
保
居
謙
志
南

淡
町
商
工
会
福
良
支
部
長
か
ら
記
念

品
と
花
束
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ゆ
ー
ぷ
る
は
、
平
成
十
四
年
四

月
一
日
に
オ
ー
プ
ン
。
天
然
温
泉

（
潮
崎
・
筒
井
）
を
使
っ
た
主
浴

槽
や
子
ど
も
に
人
気
の
滑
り
台
な

ど
の
特
色
あ
る
浴
槽
や
、
観
光
地

に
近
い
立
地
条
件
も
重
な
り
、
現

在
で
は
一
日
平
均
約
三
百
人
が
訪

れ
て
い
ま
す
。

　

武
田
さ
ん
は
「
露
天
風
呂
と
肌

が
つ
る
つ
る
に
な
る
温
泉
が
好
き

で
、
家
族
で
よ
く
来
て
い
ま
す
。

ま
さ
か
五
十
万
人
目
に
な
る
な
ん

て
、
突
然
の
こ
と
で
驚
い
た
」
と

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

二
十
歳
に
な
る
と
成
人
と
し
て

多
く
の
権
利
が
認
め
ら
れ
ま
す

が
、
同
時
に
義
務
も
課
せ
ら
れ
ま

す
。
そ
の
一
つ
が
国
民
年
金
に
加

入
し
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で

す
。

▽
加
入
の
方
法　

誕
生
月
に
社
会

保
険
事
務
所
か
ら
加
入
の
案
内
が

送
ら
れ
ま
す
の
で
、
総
合
窓
口

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
加
入
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
終
了

後
、
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
年
金

手
帳
が
送
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
本

人
が
加
入
の
手
続
き
を
し
な
い
と

国
が
職
権
に
よ
り
手
続
き
を
行
い

ま
す
。

　

既
に
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
に

加
入
し
て
い
る
方
は
、
改
め
て
手

続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
に
加

入
し
て
い
る
人
の
配
偶
者
の
方
は

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
、
配
偶
者
の

勤
務
先
で
第
三
号
被
保
険
者
の
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

第
三
号
被
保
険
者
の
方
は
保
険
料

を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

オ
ー
プ
ン
か
ら
３
年
８
か
月

▲車椅子バスケットボールに挑戦

▲作文を披露する松帆小
　３年・和久翔輝くん

地
域
で
の
防
災
訓
練
を
と
お
し
て
防災課

☎43-5006

　
　
　
ひ
と
口
メ
モ

▽
保
険
料
の
納
付
方
法　

社
会
保

険
事
務
所
か
ら
納
付
書
が
送
ら
れ

て
き
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
金
融

機
関
や
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
の
納
付
は
納
め
忘
れ
の

な
い
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。
口

座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
な
ど
で

手
続
き
が
で
き
ま
す
。

▽
保
険
料
の
免
除
制
度　

経
済
的

な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
と
き
に
は
、
申
請

し
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
支
払

い
が
免
除
・
猶
予
さ
れ
る
制
度
や
、

学
生
の
方
に
は
社
会
人
に
な
っ
て

か
ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
る
学
生
納
付
特
例
制
度
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
☎
43
・
５
０
２
３

明
石
社
会
保
険
事
務
所

の
出
張
年
金
相
談

▽
日
時　

２
月
３
日
（
金
）

▽
時
間　

午
前
11
時
〜
午
後
3
時

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

　

※
事
前
に
予
約
必
要

▽
申
込
み　

１
月
25
日
ま
で
に
市

民
課
へ
☎
43
・
５
０
２
３

▲消防団から消火栓の使い方を学ぶ住民（湊）


